
（仮称）財政運営基本条例（骨子素案）に対するパブリックコメント募集結果

№ 寄せられたご意見の概要 件数 市の考え方

1

普段使う公共施設が十分な手入れがなされ
ず、ボロボロの状態が長期間続いているのを
目にします。こうしたことを見ると、公共施設の
適正管理は喫緊の課題であるように思いま
す。

3

[意見を反映した（修正）]
ご意見を踏まえ、条例制定の背景中の文章の修正を行
います。

（修正前）今後も、社会保障の安定的な維持や、公共施
設の適正管理など、財政運営上の課題が見込まれるこ
とから～

（修正後）今後も、社会保障の安定的な維持や、公共施
設の適正管理など、財政運営上の課題に対応していか
なければならないことから～

2

いまの子どもたちが我々の世代の借金の返
済によって苦しむことがないよう、借金はしっ
かりと減らしていって欲しい。

3

3

老後穏やかに過ごすことのできる財政運営を
して欲しい。

1

4

必要な公共事業の取捨選択、民間でも担うこ
とができる事業は民営化する等の取組が必
要。

1

5

将来への負担の先送りをしないというのも理
解はできるが、現状の税負担に見合う市民
サービスもしっかり行ってほしいと思います。

1

7人の方から、9件の意見をいただきました。（同一趣旨のものはまとめて掲載しています）
寄せられたご意見の概要とそれに対する市の考え方は以下のとおりです。

条例制定の背景について

条例の内容について

[すでに盛り込み済み]

　将来世代のためだけではなく、現世代の市民の方に対
しても、適時・適切に行政サービスを展開することの重要
性は認識しているところで、今後もニーズの変化・多様化
が進む中、世代間負担の公平性といった観点や、事業
の優先順位等を踏まえながら、時代に対応した各種行政
サービスを適切に展開していくことができるよう、この条
例に定める基本理念を踏まえた財政運営に努めていき
ます。

　また、将来の負担に影響を及ぼす事業は、その負担が
意思決定に参加できない将来の市民によっても担われ
ることに留意する必要があるものと考えていますので、
過度の負担を将来につけ回すことのない健全な財政運
営を維持し、市民の福祉の向上に努めていきたいと考え
ています。
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